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(57)【要約】
　本発明は、セキュリティー又は識別対象物を処理する
システムに関し、本システムは少なくとも１つのセキュ
リティー又は識別対象物を受け取りかつ再移送するよう
にされている。セキュリティー又は識別対象物は、多次
元空間内を移送装置によって移動される。本発明のシス
テムは、さらに少なくとも部分的に閉止された周辺部を
有する囲いに配置した処理、制御、在庫あるいは受け取
りモジュールを有する。囲いの周辺部は移送装置がセキ
ュリティー又は識別対象物を移動させる空間を取り囲み
、それによって移送装置によりセキュリティー又は識別
対象物を移動させる空間と囲いを取り巻く空間とを空間
的に互いに分離する。囲いの周辺部はさらに開口部を有
し、該開口部を通して移送装置は取り囲み空間からセキ
ュリティー又は識別対象物を受け取り、それを取り囲み
空間に移送し、該開口部を通してセキュリティー又は識
別対象物をモジュールに供給し、及び／又はモジュール
から取りだす。



(2) JP 2013-541066 A 2013.11.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を処理するシステム（１０）であって、該システ
ムは、
　－少なくとも１つのセキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り再移送するよう
にされた少なくとも１つの移送装置（１４）であって、多次元空間においてセキュリティ
ー又は識別対象物（１８）を移動させる移送装置（１４）と；
　－少なくとも１つのモジュール（３２）であって、該少なくとも１つのモジュール（３
２）が処理、検査、ストック保持あるいは受け取りモジュールであり；
　－移送装置（１４）を制御する機能を有する制御装置と；
　－少なくとも部分的に閉鎖した周辺部を有する囲い（１２）とを少なくとも有し、
　－該周辺部は該少なくとも１つの移送装置（１４）がセキュリティー又は識別対象物（
１８）を移動させる空間（Ｒ１）を少なくとも取り囲み、セキュリティー又は識別対象物
（１８）が移動させられる空間（Ｒ１）と囲い（１２）を取り囲む空間（Ｒ２)とが空間
的に相互に分離され、
　－該周辺部は開口部（２６）を有し、該開口部を通して該少なくとも１つの移送装置（
１４）が周囲の空間（Ｒ２)からセキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り、そ
れらを周囲の空間（Ｒ２）に再移送し、該開口部（２６）を通してモジュール（３２）に
セキュリティー又は識別対象物（１８）を移送し／モジュールからセキュリティー又は識
別対象物を取出すようになっている、セキュリティー又は識別対象物処理システム。
 
【請求項２】
前記囲い（１２）は前記移送装置（１４）の逆側に配置され、囲い（１２）を取り囲む空
間（Ｒ２)に位置されたモジュール（３２）を受け移動するレシーバーを有し、及び／又
は移送装置（１４）は適当な検出装置によって囲い（１２）の開口部（２６）にモジュー
ル（３２）があるかどうかを検知するようにされていることを特徴とする、請求項１に係
るシステム（１０）。
 
【請求項３】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り、ストックに保持し、処理しかつ検査
するための複数のモジュール（３２）が囲い（１２）の異なった開口部（２６）に配置さ
れ、及び／又はシステム（１０）は移送装置（１４）の制御装置とモジュール（３２）に
接続されたインターフェース装置（３０）を有し、インターフェース装置によって移送装
置（１４）とモジュール（３２）が制御可能となっており、及び／又は同一の処理工程を
行う複数の同様なモジュール（３２）が囲い（１２）に載置され、移送装置（１４）が作
動中でも、囲い（１２）のモジュール（３２）が囲い（１２）から取り外し可能となって
おり、及び／又は囲い（１２）は、セキュリティー又は識別対象物（１８）がモジュール
（３２）から移送装置（１４）にあるいはその逆方向に開口部を通して移動させる該開口
部（２６）に関して、少なくとも別の一つの開口部（２６）を有し、該少なくとも別の一
つの開口部を通してセキュリティー又は識別対象物（１８）をモジュール（３２）から移
送装置（１４）にあるいはその逆方向に移動させることを特徴とする、前述の請求項のい
ずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項４】
モジュール（３２）も制御装置によって制御可能とされていることを特徴とする、前述の
請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項５】
囲い（１２）の底部は円形形状あるいは閉じた多角形形状を有し、及び／又は囲い（１２
）は傾斜したあるいは垂直な壁部及び／又は開閉可能な開口部（３４）を有することを特
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徴とする、請求項１～４のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項６】
囲い（１２）の開口部（２６）の形状はセキュリティー又は識別対象物（１８）の形状と
ほぼ合致していることを特徴とする、前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０
）。
 
【請求項７】
少なくとも１つのモジュール（３２）は、カードマガジンであり、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）のチップをコード化し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）の磁気片をコード化し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）をプリントし、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）に触覚的特徴を付与し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）について欠陥があるどうかを、その処理前、後及び／又は間にチェックすることを特徴
とする前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項８】
前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）を相互に輸送装置（３６）を介して
相互に接続している、複合システム（３８）。
 
【請求項９】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を処理する方法であって、該方法は、該方法は、
　－セキュリティー又は識別対象物（１８）がストックで保持されているモジュール（３
２）から少なくとも１つの移送装置（１４）によってセキュリティー又は識別対象物（１
８）を取りだす工程と、
　－該一つのセキュリティー又は識別対象物（１８）を移送装置（１４）によって第１の
処理工程が行われる別のモジュール（３２）に移送する工程と、
　－第１の処理工程後に、移送装置（１４）によって別のモジュール（３２）からセキュ
リティー又は識別対象物（１８）を受け取り、セキュリティー又は識別対象物を少なくと
も一つの第２の処理工程を行う他の別のモジュール（３２）に移送する工程と、
　－処理の完了したセキュリティー又は識別対象物（１８）を移送装置（１４）によって
セキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取るモジュール（３２）に移送する工程と
からなるセキュリティー又は識別対象物（１８）を処理する方法であって、
　セキュリティー又は識別対象物（１８）を少なくとも部分的に閉鎖した周辺部を有する
囲い（１２）によって取り囲まれた多次元空間（Ｒ１）内を移送装置（１４）によって移
動させ、囲い（１２）の周辺部の開口部（２６）を介して、セキュリティー又は識別対象
物（１８）を移送装置（１４）によってモジュール（３２）に移送し及び／又はモジュー
ル（３２）から囲い（１２）を取り巻きモジュール（３２）が配置された空間（Ｒ２）に
取りだし、及び
　－複数の処理工程を所定の順番に行うか、あるいは
　－少なくとも１つの処理工程を予め決めて置き、その他の処理工程を可変態様で行い、
あるいは
　－複数の処理工程を可変の順序で行うことを特徴とする、セキュリティー又は識別対象
物（１８）を処理する方法。
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【請求項１０】
テストランを所定数のセキュリティー又は識別対象物（１８）について実行し、処理／検
査時間を記録し、記録された処理／検査時間に基づいて処理時間を決めることを特徴とす
る、請求項９に係る方法。
 
【請求項１１】
移送装置（１４）は適当な検知手段によってモジュール（３２）があるかどうかを検知し
、及び／又はモジュール（３２）がない場合には、移送装置（１４）がセキュリティー又
は識別対象（１８）を異なる場所に位置し同じ処理／検査工程を行うモジュール（３２）
に移送することを特徴とする、請求項９又は１０に係る方法。
 
【請求項１２】
少なくとも１つの工程において、
　セキュリティー又は識別対象物（１８）のチップをコード化し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）の磁気片をコード化し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）をプリントし、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）に触覚的特徴を付与し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）についてその処理前、後及び／又は中に欠陥が
あるかどうかのチェックを行うことを特徴とする、前述の請求項のいずれか１項に係る方
法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　セキュリティー又は識別対象物を処理するシステム及び方法が記載されている。セキュ
リティー又は識別対象物は、例えば、ＩＤカードや、ＥＣカード等のカードや、あるいは
例えば、社員識別バッジ、パスポート、アクセス文書及び他の認可書類等とすることがで
きる。セキュリティー又は識別対象物の処理は、通常生産ラインで行われる。
【０００２】
　生産ラインにおいて、セキュリティー又は識別対象物は連続的に処理され、チェックさ
れる。コンベヤー装置上において、少なくともまだ完全には処理されていないセキュリテ
ィー又は識別対象物を生産ラインの第１の処理ステーションに移送し、そこで対象物を処
理して、次にコンベヤー装置により更に処理あるいは検査ステーションに送られ、検査ス
テーションでは、例えば前に処理されたセキュリティー又は識別対象物をチェックする。
従って、前の処理に依存してセキュリティー又は識別対象物の処理が行われる。即ち、前
の処理工程が行われた時のみ、次の処理工程を行うことが可能となっている。このような
処理の場合に少なくとも処理量を増やすため、しばしば複数の処理ステーションを並行に
配置し、セキュリティー又は識別対象を並行移送装置によってこれらのステーションに移
送する。
【０００３】
　このような生産ラインにおいて処理あるいは検査ステーションが故障すると、処理を中
断しなければならない。セキュリティー又は識別対象物の移送及び個別の処理及び／また
は検査ステーションはともに停止させる。生産ラインの全てのステーション及び装置を停
止した場合のみ、故障を起こした欠陥を除去することが可能となっている。例えば、イン
クによりセキュリティー又は識別対象物をプリントするプリント装置が詰まれば、このよ
うな詰まった状態を除去しなければならないことはあり得る。一方、プリンターのテープ
あるいは単なる摩耗部品を交換する場合でも、処理を停止することになり得る。処理操作
を中断し全てのステーション及び装置を停止した場合のみ、欠陥部品／エレメントあるい
はモジュールを交換あるいは検査することができる。しかしながら、安全上の理由から、
検査、点検あるいは修理の場合に、生産ライン及び処理ステーションの両方を停止しなけ
ればならず、あるいはそれらの電源を切って、このような作業をしている人達にどんな怪
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我もないようにする。
【０００４】
　大抵の場合、セキュリティー又は識別対象物の処理を停止することは、生産ラインにあ
る完全には処理していないセキュリティー又は識別対象物のみがさらに使用できなくなる
という結果になる。これに対する理由の一つは、例えば、接着剤を塗布した場合は、以降
の処理を行う迄に接着剤が固まってしまうからである。特に、全体の処理モジュールを取
り除かなければならない場合は、修理にはしばしば数時間かかることもある。この間、生
産ラインではセキュリティー又は識別対象物を処理することはできない。
（従来技術の記載）
【０００５】
　個人用認識カードを生産することはドイツ公報No.37　8１　239　T2、欧州特許明細書E
P　0　266　926B１の翻訳文から知られている。これらのものには、I.C.マイクロチップ
カードを個人仕様とするシステムが記載されており、該システムはシステム中のカードの
流れに許容できないような停止が生じないように、マイクロチップのプログラム時間が異
なっても適合するようになっている。この目的のため、該システムは、カードに個人デー
タをプログラミングするための順次配置された多数のステーションを有し、該ステーショ
ンは回転テーブル上に円形状に配置されている。回転テーブルは可変速度直流モータによ
って駆動され、一処理方向のみに回転される。さらに、本システムはカードを移送し排出
する手段を有する。後者は、回転テーブルのすぐくに固定配置されている。本方法の場合
は、カードは移送手段によってステーションに移送され、次に回転テーブルを１つの位置
でさらに回転させて、回転テーブル上の近接ステーションに移送することができるように
する。その結果、複数のカードを同時にプログラミングするが、マイクロチップのプログ
ラミング化時間が異なっていても全体の処理量に悪影響を与えない。移送に加えて、回転
テーブルの回転方向とは逆方向に、さらに排出システムがあり、排出システムはカードが
プログラミングされた後にステーションからカードを受け取り排出する。
【０００６】
　ドイツ公開公報No.１0１　１0　４１４A１は、カード個人化のオーダーを処理するカー
ド個人化システム及び方法を記載している。同公報には、複数のカード個人化オーダー処
理するカード個人化システム及び方法が記載されているが、これにより高い処理量が得ら
れ、さらにオーダーが少なくとも高い処理量で適合可能である。このシステムは回転ディ
スクとされた移送装置を有し、回転ディスクの周りに配置された処理モジュールを有する
。このケースのシステムは、２つの異なった処理ユニットを有する。特定のモジュールは
第１の処理ユニットに関し、他の特定のモジュールは第2の処理ユニットに関する。それ
らの処理ユニットに応じて、複数のモジュールを互いに隣接あるいは交互に配置すること
ができる。即ち、第２の処理ユニットのモジュールは、常に第１の処理ユニットのモジュ
ールに続いている。これらのモジュールは固定配置され、カードの移送は回転ディスクだ
けで行われ、回転ディスクは一回転方向にのみ移動される。回転ディスクは、第１の処理
ユニットのカードマガジンである第１のモジュールから第１の処理ユニットの処理ステー
ションであるモジュールまでカードを移送し、このステーションで処理したカードを次の
モジュールに移送する。全てのモジュールと全ての処理工程の処理が終了し、カードが同
じくカードマガジンとした最後のモジュールに移送されるまで、この操作は継続される。
同じことが、第2の処理ユニットにも言える。その結果、異なるカードのオーダーであっ
ても並行して処理を終了することができる。モジュールを交換することによって、システ
ムを新しいオーダーに適合させることが可能となっている。
（先行技術の課題）
【０００７】
　回転テーブルあるいは回転ディスクはカードの処理中は必ず回転しているので、回転テ
ーブル上に載せたモジュールにはカードの処理中は基本的にはアクセスできない。モジュ
ールが故障した場合には、故障したモジュールを修理あるいは交換する迄は回転テーブル
を停止しなければならない。
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【０００８】
　従って、稼働中に人を危険にさらさず不良品を出さずに生産ラインのモジュールあるい
は部品を点検し、補修しあるいは取り外すことは出来ない。
【０００９】
　さらに、回転テーブルの配置は、限定された範囲内で新しい要求事項に応じて変更する
ことができるに過ぎない。特に、処理時間は回転テーブルの大きさや、移送及び排出シス
テムの配置や回転速度によって処理時間が固定的に決まっているので、処理時間を変更す
ることはほとんど不可能である。
【００１０】
　回転テーブル及び生産ラインにさらに統合されている移送及び排出システムのデザイン
の有する固有の特性により、異なった処理時間を必要とする異なるセキュリティー又は識
別対象物の処理を変更することはできない。ドイツ公報No.DE　37　8１　239T2はカード
のマイクロチップに対して可変処理あるいは可変プログラミング時間をまさに可能とする
ものであるが、柔軟性はない。プログラム化されたマイクロチップを有する１枚のカード
が、作業サイクル時間ごとに、即ち、回転テーブルをさらに回転するごとに産出される。
しかしながら、個々のマイクロチップに対するプログラミング化時間は回転テーブルが一
回の回転に必要とする時間よりかなり短いので、カードを排出する迄は、処理ステーショ
ン全ては最大限まで利用されてはいない。さらに、ドイツ公報DE37　8１　239T2の方法及
び装置の場合には、システムの作動を止めずにシステムの部品を点検したり、補修したり
、取り換えることは出来ない。システム稼働中に、人を危険にさらすことなくシステムの
部品を点検したり、補修したり、取り換えることは出来ない。
【００１１】
　同じく、ドイツ公開公報１0１　１0　４１４A１に開示されているカードパーソナル化
システムおよびカードパーソナル化オーダーを完了する方法は非常に広範囲に可変とした
処理を提供するが、回転ディスクは時間サイクルに従ってカードを移送するので、これも
処理時間に依存している。このことは、回転ディスクは１か所での待ち時間が長くなる可
能性があることを意味し、それはカードがモジュールによって完全に処理されずに回転デ
ィスク上に置かれる前で、これから処理をされるある場合には、カードは移送することが
できないということである。このことは、ドイツ特許公開公報DE　１0１　１0　４１４A
１の場合はさらに非常に問題である。なぜなら、このカードの個人化システムの場合、処
理ユニットに従って、交互にモジュールが配置され、あるいはまた処理ユニットに従って
、モジュールブロックを互いに隣に配置する。このシステムは共通の回転ディスクを使用
し、各場合に異なった処理オーダーの異なった処理ユニットを常に他のオーダーに従って
処理する。
【００１２】
　さらに、ドイツ特許公開公報DE１0１　１0　４１４A１は、稼働中に人を危険にさらす
ことなくシステムのモジュールあるいは他の部品を置換、点検あるいは補修することが可
能かどうかの可能性について何ら提示していない。個々の処理モジュールを置換すること
は可能であるが、個々の処理モジュールはユニットとして実施されるので、それでも処理
を中断してシステムを停止する必要がある。
【００１３】
　先行技術のドイツ特許公開公報DE１0１　１0　４１４A１及びドイツ公報DE37　8１　23
9T2の明細書は、一つの処理方向のみにカードを移送することを開示している。従って、
カードは可変態様で処理することはできない。開示されているシステムも、一つの処理／
回転方向にのみ稼働することができるようになっている。というのは、ドイツ特許公開公
報DE１0１　１0　４１４A１の場合には、２つの分離した処理ユニットが設けられている
（カードマガジン及び処理モジュールの配列）ことを主な理由として、回転方向を可変と
するとカードの処理が不可能となり、またドイツ公報DE37　8１　239T2の場合には、唯一
のコード化システムが開示されているが、該コード化システムは１つの回転方向に処理す
るようにのみ設計され、仮に２つの回転方向があると割り当てられた仕事を行うことが出
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来なくなってしまう。
【００１４】
　ドイツ公報DE37　8１　239T2とドイツ特許公開公報DE１0１　１0　４１４A１の明細書
に記載されている対象は新しい要求に適合させる必要はほとんどないので、これらの対象
は少数のバッチを処理するために限られた範囲内でのみ用いることができれば良いのであ
る。さらに、異なった製造ロットの処理の間に装置を変換する必要があれば、ドイツ公報
DE37　8１　239T2とドイツ特許公開公報DE１0１　１0　４１４A１に記載されているデザ
インは、変換の際に装置は非作動状態とする必要がある。
【００１５】
　他の技術分野、例えばデータキャリヤを順序付けて貯蔵する分野で、ロボットアームを
使用することによって個々の保存エレメント間の移動を可能とすることが知られている。
しかしながら、このような設備に対する要件は、基本的に異なる。従って、例えば、デー
タキャリヤ保存体が、米国特許No.5,479,58１の明細書に記載されている。該データキャ
リヤ保存体は、データキャリヤドライブを含む複数のいわゆるライブラリーと、データキ
ャリヤを受ける回転式コンベヤーと、リニア―式ロボットアームを有する。回転ロボット
アームは、個々のライブラリー間でデータキャリヤを交換するために設けられている。回
転キャリヤのデータキャリヤ保存場所に加えて、さらにデータキャリヤ用の保存場所がラ
イブラリー間に設けられている。
【００１６】
　しかしながら、セキュリティー又は識別対象物とは異なり、データキャリヤは処理を行
わない。その代わり、データキャリヤ保存体はデータキャリヤを順序だって保存するため
に用いられ、データキャリヤに対するアクセス時間は特に関連性がある。従って、処理順
序も処理時間も考慮に入れる必要性がない。さらに、例えば、セキュリティー又は識別対
象物用印刷装置においてそうであるように、データキャリヤを受ける保存スペースのみな
らずドライバーも点検も修理の必要性がない。
【００１７】
　従って、先行技術のものには、システムを作動する人の安全を維持しながら、例えば、
先行技術の該明細書の場合には、マイクロチップを有するカード等のセキュリティー又は
識別対象物を可変的に処理し、かつ常にシステムの容量を最適化した状態で利用するシス
テムを開示するものは全くない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】ドイツ公報No.37　8１　239　T2
【特許文献２】欧州特許明細書EP　0　266　926B１
【特許文献３】ドイツ公開公報No.１0１　１0　４１４A１
【特許文献４】米国特許No.5,479,58１の明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　従って、本発明の目的は先行技術が有する上記欠点を除去することを目的とする。特に
、セキュリティー又は識別対象物を可変態様で処理することを可能とするシステム及び方
法を提供することを目的とする。更に、例えば、検査作業あるいは補修によって起こされ
る非稼働時間を短縮させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本目的のため、セキュリティー又は識別対象物を受け取り再度移送する移送装置を有し
、セキュリティー又は識別対象物は多次元空間(multi-dimensional space)に移送装置に
よって移動させられるようになっている、システムを提案する。コントローラーは、該移
送装置を制御する機能を有する。さらに、該システムは少なくとも１つのモジュールを有
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し、モジュール内において、セキュリティー又は識別対象物はストックとして保存され、
受取られ、加工されあるいは検査される。さらに、該システムは少なくとも部分的に閉鎖
された周辺部を備えた囲いを有する。周辺部は、移送装置がセキュリティー又は識別対象
物を移動させる空間を包囲する。その結果、セキュリティー又は識別対象物を移動させる
空間と囲いを取り巻く空間は互いに空間的に分離されている。囲いの周辺部は開口部を有
し、該開口部を通して移送装置は周囲の空間からセキュリティー又は識別対象物を受け取
り、それらを、例えば他の開口部を通して周囲の空間に再移送する。セキュリティー又は
識別対象物を囲いの開口部を通してモジュールへ移送し、及び／又は該モジュールから取
出す。
【００２１】
　このようなシステムによって、セキュリティー又は識別対象物を可変順序で処理するこ
とが可能となっており、即ち、各セキュリティー又は識別対象物に対する個々の処理工程
を異なった順序で処理完了することが可能となる。また、このようなシステムの場合は、
個々のセキュリティー又は識別対象物の処理時間が異なっていても、モジュールが別のセ
キュリティー又は識別対象物を処理可能となるまでモジュールは待たなければならないと
いうことにはならない。セキュリティー又は識別対象物を移送装置によって移動し、処理
順序に依存せずにモジュールへ移動させかつモジュールから移動させるので、全てのモジ
ュールに対してセキュリティー又は識別対象物をいつでも供給することができる。
【００２２】
　また、その外側からアクセスできない空間において、移送装置によってセキュリティー
又は識別対象物を移送するということが本システムの実質的な利点の１つである。その結
果、移送装置を稼働中で処理作業中に、モジュールの点検、補修及び交換をすることがで
きる。従って、システムが作動中に、モジュールを追加あるいは除去することによって、
一のタイプの被処理セキュリティー又は識別対象物を別のタイプのものに変更することが
できる。さらに、システム近傍にいる人あるいはシステムで作業している人は、移送装置
の部品を移動させることによって危険にさらされることは決してないというのが実質的な
利点である。
【００２３】
　さらに、セキュリティー又は識別対象物の移送及び取出し法を可変とすることによって
、異なる被処理セキュリティー又は識別対象物をシステム内で同時に処理することができ
る。従って、第１の製造バッチのセキュリティー又は識別対象物、即ち同一の処理工程を
受けるセキュリティー又は識別対象物は第２の製造バッチのセキュリティー又は識別対象
物、即ち少なくとも一つの他の処理工程を受けるセキュリティー又は識別対象物とは独立
にシステム中で処理することができる。この目的のために、第１の製造バッチを処理する
ための第１のモジュール群と第２の製造バッチを処理するための第２のモジュール群とを
本システム中に設けることができる。従って、本システムによって異なる製造バッチを並
行して、即ち互いに独立して処理することが可能となる。個々のモジュールの利用可能な
容量に応じて、第１及び第２の製造バッチを処理するために複数のモジュールを設けるこ
ともできる。従って、例えば、短い時間の処理工程には第１と第２の製造バッチに対して
共通のモジュールを設け、一方時間の長い処理工程では２つあるいはそれ以上のモジュー
ルを設ける。さらに、第２のモジュール群がセキュリティー又は識別対象物を処理中に、
第３の製造バッチに対して第１のモジュール群を点検あるいは変換することも可能である
。
【００２４】
　セキュリティー又は識別対象物を処理するシステムによってセキュリティー又は識別対
象物を処理順序及び処理時間の両方について可変の態様で、処理することを可能とし、シ
ステムが作動中に処理モジュールを交換、追加あるいは取外すことが可能となり、かつ人
に何ら危険を与えず、可動部品に人が近づくこともなく、及び／または不良品を作ること
もなくセキュリティー又は識別対象物を処理することができる。さらに、本システムはよ
り少量の数の被処理セキュリティー又は識別対象物の複数のオーダーにも適しており、セ
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キュリティー又は識別対象物と効率的な態様で処理することを可能とする。さらに、該シ
ステムはその簡単かつ省空間形状の点で優れている。本システムの一つの実施例では、囲
いはモジュールを受け取りめ運ぶレシーバーを有し、レシーバーは移送装置の逆側に配置
され、囲いを覆う空間中に配置される。
【００２５】
　一つの実施例では、システムの移送装置は、囲いの開口部において適当な検知装置によ
ってモジュールがあるかどうかを検知するようになっている。このようにして、モジュー
ルを自動的に確認する。従って、モジュールも自動的に処理に統合されるようになってい
る。
【００２６】
　別の一つの実施例では、セキュリティー又は識別対象物を受け取り、ストックに保持し
、処理をしかつ検査する複数のモジュールが、囲いの異なった開口部に配置されている。
複数のモジュールを囲いに配置する場合には、コンパクトなシステムが実現される。この
ようにすることによって、既知の生産ラインに比較して必要とするスペースはより小さく
なる。
【００２７】
　さらに別の実施例では、システムは移送装置の制御装置及びモジュールに接続されたイ
ンターフェースを有する。インターフェース装置は、移送装置及びモジュールを制御する
ことが可能とする。システムが作動中に、インターフェース装置は、処理を変更するため
に使用することができる。セキュリティー又は識別対象物をそれぞれのモジュールに移送
しかつ取出すことをモジュールを自動識別することによって支持される。
【００２８】
　さらに、同一の処理工程を行う複数の同様なモジュールを囲いに載置することができる
。一つのモジュールが故障した場合は、セキュリティー又は識別対象物は、別の位置に配
置され同一の処理工程を行うモジュールに自動的に移送される。同様に、モジュールがあ
るかどうかは検知されるので、上記操作は大体は自動的に行われる。
【００２９】
　システムの囲いに載置されたモジュールは、移送装置が作業中であっても囲いから取り
外し可能となっている。これによって、モジュールはいつでも取り外し可能であり、即ち
システムを変換することが可能となっている。
【００３０】
更に別の実施例では、セキュリティー又は識別対象物がモジュールから移送装置へあるい
はその逆の方向に開口部を通して移動させるが、囲いは同開口部に関し、少なくともさら
に一つの開口部を有し、この開口部を通してセキュリティー又は識別対象物が移送装置か
らモジュールへあるいはその逆の方向に移動させるようになっている。
【００３１】
　モジュールは、同様に制御装置によって制御可能となっている。
【００３２】
　別の一つの実施例では、囲いの底部は円形形状を有する。例えば、底部は円形状をなし
ている。
【００３３】
　さらに別の実施例では、囲いの底部は閉鎖された多角形状を有する。この場合、囲いの
底部は四角形状を有することもできる。さらに、底部は矩形形状を有することもできる。
三角形状も可能であり、正三角形及び２等辺三角形の両方の三角形、あるいは他の三角形
状も可能である。さらに別の実施例では、囲いの底部は、例えば６，８，１０あるいは１
２の角部等の偶数の角部を有する等辺多角形状を有する。同様に、囲いの底部は、例えば
５，７，９あるいは１１の角部の奇数の角部を有する等辺多角形状を有することもできる
。さらに別の実施例では、囲いの底部は辺の長さが異なっている。例えば、閉じた多角形
の場合は、囲いの底部は一つ特定の長さの辺を有し、この辺は該特定の辺の長さよりも長
い封止多角形の二辺の間に位置する。この実施例の場合には、このような配置は、常に長
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い辺の次は短い辺が来るというように連続している。しかしながら、底部の他の実施例も
同様に可能である。
【００３４】
　さらに別の実施例では、システムの囲いは垂直壁を有する。さらに、側壁は傾斜形状と
することもできる。
【００３５】
　一つの実施例では、囲いは開閉可能な開口部を有する。この開口部は、囲いの底部近傍
に位置する領域に配置することができる。開閉可能な開口部によって、点検作業を行うた
めに移送装置にアクセスすることができ、あるいはまた、欠陥セキュリティー又は識別対
象物をセキュリティー又は識別対象物が移動させられる空間から取り除くためにも供され
る。該欠陥セキュリティー又は識別対象物は、移送装置によって落下され、あるいはモジ
ュールから排出されたものである。一つの実施例では、囲いは２つの開閉可能な開口部を
有し、それらの背後でセキュリティー又は識別対象物を移動させる空間内には容器が配置
されている。その結果、移送装置が作動中で、移送装置あるいはモジュールが欠陥セキュ
リティー又は識別対象物をそれぞれ他の容器に堆積あるいは排出する際に、容器を空にす
ることができる。この場合に、適当な装置によって容器があるかどうかを検知し、移送装
置及びモジュールをコントロールし、容器がない場合には、欠陥セキュリティー又は識別
対象物をそれぞれ他の容器に移送するようになっている。
【００３６】
　さらに別の実施例では、囲いの開口部を通してセキュリティー又は識別対象物を移動さ
せるが、同開口部の形状は、セキュリティー又は識別対象物の形状とほぼ合致している。
【００３７】
　さらに別の実施例では、モジュールをカードマガジン、セキュリティー又は識別対象物
のチップをコード化するコード化ステーション、セキュリティー又は識別対象物の磁気片
をコード化するコード化ステーション、セキュリティー又は識別対象物に触覚的に感知す
ることができる特徴を付与するエンボス加工、スタンプ加工及び／または切断ステーショ
ン、セキュリティー又は識別対象物にプリントする印刷ステーション、及び／またはセキ
ュリティー又は識別対象物に欠陥があるかどうかを処理前、後及び／又は処理中にチェッ
クする検査ステーションとする。
【００３８】
　他の実施例では、複数のシステムが複合システムを構成し、複合システム中で複数のシ
ステムが輸送装置によって相互に連結され、セキュリティー又は識別対象物を一つのシス
テムから別のシステムに移送し、処理を複数のシステムで行うようになっている。
【００３９】
　セキュリティー又は識別対象物を処理する方法の場合には、セキュリティー又は識別対
象物をセキュリティー又は識別対象物がストックとして保持されたモジュールから移送装
置によって取出す。セキュリティー又は識別対象物は、次にさらに別のモジュールに移送
装置によって移送され、該モジュール内で第１の処理工程を行う。第１の処理工程後、セ
キュリティー又は識別対象物はさらに別のモジュールから移送装置によって受け取られ、
他のさらに別のモジュールに移送され、そこで少なくとも１つの第２の処理工程が行われ
る。そして、処理を完了したセキュリティー又は識別対象物は移送装置によってセキュリ
ティー又は識別対象物を受け取るモジュールに移送される。この方法の場合、セキュリテ
ィー又は識別対象物は少なくとも部分的に閉鎖されて周辺部を有する囲いによって囲まれ
た多次元空間（multi-dimensional space）において移送装置により移動され、モジュー
ルに移送され、及び／またはモジュールから移送装置によって囲いを取り巻くモジュール
が配置された空間に囲いの周辺部の開口部を通して排出される。この場合の処理工程は所
定の順序で行われるか、あるいは少なくとも１つの処理工程を予め決めて置いて、その他
の処理工程を可変態様で行うか、あるいは全ての処理工程を可変順序で行う。一連の処理
では、セキュリティー又は識別対象物を処理に不要なモジュールを通過させても良い。こ
のような場合、セキュリティー又は識別対象物は不必要に汚れたり、摩耗したりする。対
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照的には、記載したシステム及び方法は、セキュリティー又は識別対象物を処理が行われ
るモジュールのみに移送する。
【００４０】
処理工程では、セキュリティー又は識別対象物を処理及び／または検査することができる
。
【００４１】
　セキュリティー又は識別対象物を処理する本方法によって、セキュリティー又は識別対
象物は、処理順序及び処理時間の両方について可変態様で処理をすることが可能となり、
システムが稼働中に処理モジュールを交換し、追加しあるいは取り除くことができ、また
人に何ら危害を与えず、可動部分に人をアクセスさせることもなく、及び／又は不良品を
作ることもなく、セキュリティー又は識別対象物を処理することができる。この方法によ
り、被処理セキュリティー又は識別対象物の数がより小さいオーダーでも効果的な態様で
加工を完了することができる。
【００４２】
　本方法の場合には、第１の製造バッチの第１のセキュリティー又は識別対象物を第２の
製造バッチの第２のセキュリティー又は識別対象物とは独立して処理することが可能であ
る。この場合、第１と第２のセキュリティー又は識別対象物を並行して処理することがで
きる。
【００４３】
　１つの方法の場合は、初めに所定数のセキュリティー又は識別対象物についてテストラ
ンを行う。この場合には、処理／検査時間を記録し、記録した処理／検査時間に基づいて
処理時間を決定する。
【００４４】
　一つの方法では、適当な検出装置によって囲いにモジュールがあるかどうかを検知する
。
【００４５】
　さらに別の方法の場合、モジュールがない時には、移送装置によってセキュリティー又
は識別対象物を異なる場所に位置するモジュールに移送し、このモジュールによって同じ
処理／検査工程を行う。
【００４６】
　一つの方法の場合、少なくとも１つの処理／コード化工程において、セキュリティー又
は識別対象物のチップをコード化したり、セキュリティー又は識別対象物の磁気片をコー
ド化したり、セキュリティー又は識別対象物をプリントしたり、セキュリティー又は識別
対象物に触覚的に感知される特徴を付与したり、及び／またはセキュリティー又は識別対
象物についてその処理前、後及び／または中に欠陥があるかどうかをチェックする。
【００４７】
　さらに別の目的、特徴、利点及び適応の可能性について、関連する図面を参照して以下
の実施例の記載によって述べるが、これらのものは限定的なものではないことを理解すべ
きである。この点に関して、記載し及び／又は図示する全ての特徴は、それ自身あるいは
いずれかの組合せにおいて、請求項においてそれらがグループ化あるいはそれらの参照さ
れている態様に関わらず、本明細書中に開示する主題を構成する。図面に示す構成要素の
寸法及び比率は、本件の場合には必ずしも正しいスケールとなっていない；実施する実施
例の場合、それらは図示するものと異っていてもよいものである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】システムの移送装置及び囲いの平面図を模式的に示す。
【図２】システムの移送装置及び囲いの透視図を模式的に示す。
【図３ａ】円形状の底部を有する囲いの透視図を模式的に示す。
【図３ｂ】三角形状の底部を有する囲いの透視図を模式的に示す。
【図３ｃ】正方形形状の底部を有する囲いの透視図を模式的に示す。
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【図３ｄ】矩形形状の底部を有する囲いの透視図を模式的に示す。
【図４ａ】開口部を有する囲い部分の平面図を模式的に示す。
【図４ｂ】開口部を有しかつ該開口部にセキュリティー又は識別対象物がある状態の囲い
部分の透視図を模式的に示す。
【図４ｃ】円形状の底部を有し、セキュリティー又は識別対象物が囲いの開口部に存在し
ている囲いの平面図を模式的に示す。
【図５】開口部とインターフェース装置を有する囲いの透視図を模式的に示す。
【図６】セキュリティー又は識別対象物を処理するためのシステムの透視図を模式的に示
す。
【図７】複合システムの平面図を模式的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　カード１８を処理するための本システム１０を以下に説明する。本明細書に説明するカ
ード１８は、セキュリティー又は識別対象物１８に関しそのため同一の参照番号１８を両
方の用語に用いる。図１には、セキュリティー又は識別対象物１８あるいはカード１８を
処理するためのシステム１０の移送装置１４と八角形上の囲い１２を示す。囲い１２はス
ペースＲ１を取り囲んでおり、カード１８は移送装置１４によって移動させられ、本実施
例では移送装置は多軸型ロボットとなっている。その作動端部において、多軸型ロボット
は、把持部１６を有し、把持部はカード１８を受け取り、再移送するようになっており、
カードを空間Ｒ１内部で移動する。また、移送装置１４はカード１８を受け取り、それら
を多次元空間Ｒ１に移動し、再移送する別の装置とすることができる。例えば、移送装置
１４を、３方向に移動可能としたテーブル、あるいは上下かつ回転可能に自在に移動可能
な回転ディスク、あるいは複数の分配アームを有する装置とする。全ての移送装置１４は
、囲い１２上に載置され空間Ｒ２内に配置されたモジュール３２（図１には図示せず）か
らカード１８を受け取り、カードを他のモジュール３２に再移送することができるように
なっている。モジュール３２は、空間Ｒ２内部で囲い１２の外表面に配置されている。こ
れらのモジュールは異なる高さに載置可能とされ、移送装置１４がカード１８を全空間Ｒ
１内部を水平かつ上下の両方向に移動させなければならないようになっている。カード・
バッファー記憶部（図示せず）が、移送装置１４とモジュール３２の間、あるいは移送装
置１４の上に配置可能となっている。その結果、移送装置１４は移送用ストックに複数の
カード１８を保持させる。カード１８のいくつかは、少なくとも部分的に処理したカード
１８あるいはカードマガジンからの未処理カード１８である。空間Ｒ２は囲い１２を取り
巻き、囲い１２によって空間Ｒ１から空間的に分離されている。このように分離されてい
るので、空間Ｒ２内にいる人は空間Ｒ１に入ることも、あるいは移動部、例えば移送装置
１４に接触することもできない。
【００５０】
　システム１０の移送装置１４及び八角形の囲い１２の斜視図を図２に模式的に示す。移
送装置１４を明瞭に示すために、囲い１２は破線で示す。この図では、移送装置１４がカ
ード１８を空間Ｒ１内で移動させるのを見ることができる。矢印２０，２２，２４は、移
送装置１４の動き及び移送装置１４の把持部１６によって保持されたカード１８の動きを
示す。囲い１２は、移送装置１４がカード１８を移動させる空間Ｒ１を囲い１２を取り巻
く空間Ｒ２から空間的に分離している。図示する実施例では、囲い１２は空間Ｒ１のみ覆
う。本実施例では、囲い１２の底部は同じく閉鎖デザインとすることができ、底部により
空間Ｒ２から空間Ｒ１を分離している。対照的に、本実施例では、囲い１２の頂部は閉鎖
する必要はない。即ち、囲い１２の頂部の位置では空間Ｒ１と空間Ｒ２は空間的に互いに
分離させる必要はない。
【００５１】
　囲い１２の種々のデザインを図３ａ－ｄに例示する。図示する例は、単に模式的に示す
。図３ａの囲い１２は、丸い円形状の底部とそれに対して垂直な周辺部を有する。図３ｂ
は、三角形状の底部とそれに垂直な周辺部とを有する囲い１２の例を示す。図３ｃと図３
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ｄは、矩形形状の底部とそれに垂直な周辺部を有する囲い１２を示す。図３ｃの囲い１２
の底部は、正方形形状となっている。
【００５２】
囲い１２の全ての図示する実施例では、空間Ｒ１は少なくとも囲い１２の周辺部によって
空間Ｒ２から空間的に分離されている。従って、囲い１２の頂部は空間Ｒ１を空間Ｒ２か
ら空間的に分離していない。システム１０が稼働中は、図示する実施例ではシステムは囲
い１２の底部上に立っているので、空間Ｒ１は囲い１２の周辺部のみによって空間Ｒ２か
ら十分に分離されている。
【００５３】
　図４ａは、囲い１２の一部を示す。この部分には、開口部２６があり、それを通してカ
ード１８が２つの空間Ｒ１とＲ２の間を移動させられる。開口部２６は、カード１８を開
口部２６を通して移動可能とする形状となっている。カード１８が開口部２６にあるとき
には、カード１８の表面と開口部２６の境界を定める開口部２６の周辺部との間の距離は
、カード１８を通すことを可能とするに十分なだけの大きさとしている。
【００５４】
　図４ｂは、開口部２６を有する囲い１２の部分の斜視図である。開口部２６内にカード
１８が位置しており、カードは開口部２６を通して空間Ｒ１から空間Ｒ２あるいはその逆
方向に移動可能となっている。矢印２８は、カード１８の移動方向を示す。本図では、カ
ード１８は開口部２６の縁部、即ち周辺部に触れていないことを見ることができる。カー
ド１８は、囲い１２に接触しないで開口部２６を通して移動させられる。システム１０の
他の実施例では、カード１８は通過させる際に囲い１２と接触し、従って移送する間に少
なくとも一部は囲い１２によって支持される。
【００５５】
　しかしながら、本システム１０で処理するために準備されているセキュリティー又は識
別対象物１８全てが通り抜け移動可能となるように、囲い１２の開口部２６を形成するこ
とができる。囲い１２には、セキュリティー又は識別対象物１８のそれぞれの形状に対応
した異なった開口部２６を有するようにすることもできる。その後、移送装置１４とモジ
ュール３２はそれぞれのセキュリティー又は識別対象物に対応する開口部２６を通しての
みセキュリティー又は識別対象物１８を通過させる。
【００５６】
　図４ｃは、円形底部を有しカード１８を囲い１２の開口部２６に入れた囲い１２の部分
の平面図を模式的に示す。カード１８は、開口部２６（図４ｃには図示せず）を通して空
間Ｒ１から空間Ｒ２にあるいはその逆方向に移動させる。矢印２８は、カード１８の可能
な移動方向を示す。
【００５７】
　図５に、囲い１２上に載置したインターフェース装置３０を有する囲い１２を図示する
。さらに、囲い１２は開口部２６を有する。図５の場合は、インターフェース装置３０は
キーボード、モニタースクリーン及びインターフェース装置３０の制御ユニットを有し、
操作者はキーボードによって移送装置１４及びモジュール３２（いずれも図５に図示せず
）の制御を変更することができ、また入力することができる。開口部２６は、囲い１２の
所定の位置に配置されている。モジュール３２は、開口２６の位置に搭載されている。シ
ステム１０が作動状態では、そのときにはカード１８は移送装置１４により開口部２６を
通り直接モジュール３２に送られ、モジュールは処理及び／検査後カードを移送装置１４
に再び移送する。
【００５８】
　変形実施態様のシステム１０を図６に示す。本システムは開口部２６を有する囲い１２
を有し、開口部を通して移送装置（図６に図示せず）によりカード１８をモジュール３２
迄移送しまたモジュール３２から引き離す。モジュール３２は、空間Ｒ２内で囲い１２の
周辺部に配置されている。モジュール３２は囲い１２の開口部２６に配置され、カード１
８が開口部２６を通って対応するモジュール３２に直接移送され、またモジュール３２か
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ら移送装置１４によって受け取られるようになっている。モジュールは、レシーバー(図
示せず）によって囲い１２に取り外し可能に載置されている。従って、移送装置１４が作
動中に、モジュール３２は囲い１２から取り外すことができるようになっている。モジュ
ール３２は、未処理カード１８がストックで保持されカード１８は単に移送装置１４から
取り外し可能とされたカードマガジン、あるいは処理完了したカード１８を移送装置１４
によって載置するカードマガジンを有する。さらに、欠陥カード１８を受け取るためのマ
ガジンを設けることもできる。さらに、モジュール３２はカード１８、あるいはセキュリ
ティー又は識別対象物１８をプリントするプリントステーションを有する。モジュール３
２は、カード１８のマグネット片をコード化するコード化ステーション及びカード１８の
マイクロチップをコード化するコード化ステーションの両方のステーションを有する。ま
た、モジュール３２は少なくとも部分的に処理されたカードをチェックする検査ステーシ
ョンを有する。また、モジュール３２はカード１８に例えば突起あるいは凹部等の触覚的
特徴を付与するステーションを有する。しかしながら、モジュール３２はまた、例えばカ
ード１８にレーザの刻み目を付与する等の他の処理操作を行うモジュール３２を備えるこ
とをできる。
【００５９】
　カード１８をシステム１０において処理している間は、まずカード１８を移送装置１４
によってカードマガジンから外す。移送装置１４はカード１８をモジュール３２に移送し
、該モジュール内で第１の処理を行なう。次に、カード１８を移送装置１４によって受け
取り、処理あるいは検査のいずれかの目的で次のモジュール３２に移送する。カード１８
が完全に処理され検査されるまで、カード１８は対応するモジュール３２に移送され、対
応するモジュールから取出す。次に、その１つのカード１８をカードマガジンに移送し、
マガジン内には完全に処理され検査されたカード１８が収集される。１つのカード１８を
処理する間に、移送装置１４はカードマガジンから他のカード１８を受け取る。これらの
カード１８はモジュール３２が利用できるかどうかに従い移送装置１４により他のモジュ
ール３２に移送され、全てのモジュール３２は処理操作および／または検査を行えるよう
にし、カード１８は中間に待ち時間を入れずに処理される。それぞれのカード１８の処理
工程及び／又は検査工程の順番は、所定の順序で、あるいは少なくとも１つの処理工程及
び／又は検査工程が決めら他の処理及び／又は検査工程は態様で行われる順序で、あるい
は処理及び／又は検査工程を完全に可変の態様で行う。
【００６０】
　別の１つの実施例では、少なくとも２つのモジュール群がシステム１０に設けられてい
て、これによって少なくとも２つの異なった製造バッチのモジュール群が処理される。第
１と第２のモジュール群は、各々分離したカードマガジンと、印刷ステーションと、コー
ド化ステーションと検査ステーションとを有し、第１と第２の製造バッチは互いに独立し
て処理できるようになっている。この場合、移送装置１４は、例えば第１の製造バッチの
カード１８及び第２の製造バッチのカード１８を交互に移送できるようになっている。
【００６１】
　さらに別の実施例では、少なくとも２つのモジュール群がシステムに設けられていて、
これによって少なくとも２つの異なった製造バッチのモジュールが処理される。この場合
、第１と第２のモジュール群は、例えば共通のカードマガジンと、印刷ステーションと、
コード化ステーションと検査ステーションとを備えることができる。第１の製造バッチに
対して、コード化作業後にカード１８に触覚的特性を付与するステーションをさらに設け
ることができる。第２の生産バッチのカード１８はこの処理工程をスキップして、コード
化作業後に検査ステーションへ移送される。
【００６２】
　更に別の実施例では、少なくとも２つのモジュール群がシステムに設けられ、それによ
って少なくとも２つの異なった製造バッチのモジュール群が処理される。本実施例では、
同様に第１及び第２のモジュール群は例えば共通のカードマガジンや共通の検査ステーシ
ョン等の共通のステーションを有する。印刷ステーションとコード化ステーション、即ち
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より長い時間の処理工程を行うステーションを各々別々に設けることもできる。この場合
には、さらに第１の製造バッチを処理完了後、モジュール群の印刷ステーションとコード
化ステーションを同様に用いて第２の製造バッチを処理する。
【００６３】
　このようにして、１つあるいは２つ以上のモジュールを追加することによって、異なっ
た製造バッチを並行処理するためにシステムを容易に変更／装備することができる。
【００６４】
　特定のカード１８について処理時間を決定するために、所定数のカード１８に対してテ
スト運転を行う。記憶した時間を用いて、トータルの処理時間を決定し、あるいはシステ
ム１０の操作順序を最適化する。
【００６５】
　囲い１２は、さらに開閉可能な開口部３４を備える。開閉可能な開口部は、移送装置１
４によって落下させあるいはモジュール３２から却下された欠陥カード１８を空間Ｒ１か
ら除去するのに使用する。さらに、開閉可能な開口部３４は、移送装置１４を点検、補修
あるいはその部品を交換するために、移送装置１４にアクセスすることを可能とする。欠
陥カード１８を受ける容器（図示せず）を空間Ｒ１に配置することもできる。２つの容器
を用いる場合には、１つの容器を空にする作業中は、欠陥カード１８はそれぞれ他の容器
に移送する。この場合、適当な検知装置により２つの容器があるかどうか、あるいは該１
つの容器がないことを検知する。更に、囲い１２にインターフェース装置３０を載置する
。インターフェース装置は、キーボード、情報を表示するモニタースクリーン及びインタ
ーフェース装置３０の制御ユニットを有し、インターフェース装置によって操作者は移送
装置１４（図６に図示せず）及びモジュール３２の制御を変更することができ、かつ入力
することが可能となっている。
【００６６】
　システム１０はさらに適当な検知装置を有し、それにより移送装置１４あるいは制御装
置が囲い１２にモジュール３２があるかどうかを検知することができる。また、この場合
にはどのモジュール３２があるかどうかも検知できる。移送装置１２が動作中に、モジュ
ール３２囲い１２を取り外す場合には、移送装置１４の制御装置によりカード１８を移送
装置１４によって移送させ、カードをこのモジュール３２、あるいは同様の処理及び／又
は検査工程を行いかつ囲い１２の別の位置に配置したモジュール３２に移送する。
【００６７】
　図７は、４つのシステム１０からなる複合システム３８を示す。この場合には、個々の
システム１０は、輸送装置３６を介して相互に接続されている。複合システム３８の少な
くとも２つのシステム１０は常に互いに接続され、カード１８は１つのシステム１０から
一連のシステム１０の最後のシステムとして配置されているシステムに輸送装置３６を介
して移送可能となっている。他の実施例では、２つのシステム１０によって複合システム
３８を形成する。しかしながら、任意の数のシステム１０を複合システム３８に関連させ
ることも可能である。さらに、１つのシステム１０を複合システム３８の中央に配置して
、カードを更にべつのシステム１０に移送することもできる。１つの実施例では、このシ
ステム１０において検査のみ、即ちカード１８の処理状況を決定し、それぞれのシステム
１０に対する移送をいずれの処理工程が依然必要とされているか、及び他のシステム１０
の容量の利用可能性に基づいて行う。別の実施例では、複合体の個々のシステム１０にお
いて同様の処理工程のみが行われる；例えば、１つのシステム１０ではカード１８が印刷
され、他のシステム１０ではカード１８のチップのコード化のみを行う。
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【図６】 【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月12日(2012.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を処理するシステム（１０）であって、該システ
ムは、
　－少なくとも１つのセキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り再移送するよう
にされた少なくとも１つの移送装置（１４）であって、
多次元空間においてセキュリティー又は識別対象物（１８）を移動させる移送装置（１４
）と；
　－少なくとも１つのモジュール（３２）であって、該少なくとも１つのモジュール（３
２）が処理、検査、ストック保持あるいは受け取りモジュールであり；
　－移送装置（１４）を制御する機能を有する制御装置と；
　－少なくとも部分的に閉鎖した周辺部を有する囲い（１２）とを少なくとも有し、
　－該周辺部は該少なくとも１つの移送装置（１４）がセキュリティー又は識別対象物（
１８）を移動させる空間（Ｒ１）を少なくとも取り囲み、セキュリティー又は識別対象物
（１８）が移動させられる空間（Ｒ１）と囲い（１２）を取り囲む空間（Ｒ２)とが空間
的に相互に分離され、
　－該周辺部は開口部（２６）を有し、該開口部を通して該少なくとも１つの移送装置（
１４）が周囲の空間（Ｒ２)からセキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り、そ



(19) JP 2013-541066 A 2013.11.7

れらを周囲の空間（Ｒ２）に再移送し、該開口部（２６）を通してモジュール（３２）に
セキュリティー又は識別対象物（１８）を移送し／モジュールからセキュリティー又は識
別対象物を取出すようになっており、かつ少なくとも１つのモジュール（３２）が囲い（
１２）を囲む空間（Ｒ２）内において周辺部に配置されている、セキュリティー又は識別
対象物処理システム＊１。
 
　　＊１　１６頁、１６行目参照。
 
【請求項２】
前記囲い（１２）は前記移送装置（１４）の逆側に配置され、囲い（１２）を取り囲む空
間（Ｒ２)に位置されたモジュール（３２）を受け移動するレシーバーを有し、及び／又
は移送装置（１４）は適当な検出装置によって囲い（１２）の開口部（２６）にモジュー
ル（３２）があるかどうかを検知するようにされていることを特徴とする、請求項１に係
るシステム（１０）。
 
【請求項３】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取り、ストックに保持し、処理しかつ検査
するための複数のモジュール（３２）が囲い（１２）の異なった開口部（２６）に配置さ
れ、及び／又はシステム（１０）は移送装置（１４）の制御装置とモジュール（３２）に
接続されたインターフェース装置（３０）を有し、インターフェース装置によって移送装
置（１４）とモジュール（３２）が制御可能となっており、及び／又は同一の処理工程を
行う複数の同様なモジュール（３２）が囲い（１２）に載置され、移送装置（１４）が作
動中でも、囲い（１２）のモジュール（３２）が囲い（１２）から取り外し可能となって
おり、及び／又は囲い（１２）は、セキュリティー又は識別対象物（１８）がモジュール
（３２）から移送装置（１４）にあるいはその逆方向に開口部を通して移動させる該開口
部（２６）に関して、少なくとも別の一つの開口部（２６）を有し、該少なくとも別の一
つの開口部を通してセキュリティー又は識別対象物（１８）をモジュール（３２）から移
送装置（１４）にあるいはその逆方向に移動させることを特徴とする、前述の請求項のい
ずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項４】
モジュール（３２）も制御装置によって制御可能とされていることを特徴とする、前述の
請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項５】
囲い（１２）の底部は円形形状あるいは閉じた多角形形状を有し、及び／又は囲い（１２
）は傾斜したあるいは垂直な壁部及び／又は開閉可能な開口部（３４）を有することを特
徴とする、請求項１～４のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項６】
囲い（１２）の開口部（２６）の形状はセキュリティー又は識別対象物（１８）の形状と
ほぼ合致していることを特徴とする、前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０
）。
 
【請求項７】
少なくとも１つのモジュール（３２）はさらに検査、ストック保持あるいは受け取りモジ
ュールをからなることを特徴とする、前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０
）。
 
【請求項８】
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少なくとも１つのモジュール（３２）は、カードマガジンであり、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）のチップをコード化し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）の磁気片をコード化し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）をプリントし、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）に触覚的特徴を付与し、及び／又は
　少なくとも１つのモジュール（３２）において、セキュリティー又は識別対象物（１８
）について欠陥があるどうかを、その処理前、後及び／又は間にチェックすることを特徴
とする前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）。
 
【請求項９】
前述の請求項のいずれか１項に係るシステム（１０）を相互に輸送装置（３６）を介して
相互に接続している、複合システム（３８）。
 
【請求項１０】
セキュリティー又は識別対象物（１８）を処理する方法であって、該方法は、
　－セキュリティー又は識別対象物（１８）がストックで保持されているモジュール（３
２）から少なくとも１つの移送装置（１４）によってセキュリティー又は識別対象物（１
８）を取りだす工程と、
　－該一つのセキュリティー又は識別対象物（１８）を移送装置（１４）によって第１の
処理工程が行われる別のモジュール（３２）に移送する工程と、
　－第１の処理工程後に、移送装置（１４）によって別のモジュール（３２）からセキュ
リティー又は識別対象物（１８）を受け取り、セキュリティー又は識別対象物を少なくと
も一つの第２の処理工程を行う他の別のモジュール（３２）に移送する工程と、
　－処理の完了したセキュリティー又は識別対象物（１８）を移送装置（１４）によって
セキュリティー又は識別対象物（１８）を受け取るモジュール（３２）に移送する工程と
を有し、
　セキュリティー又は識別対象物（１８）を少なくとも部分的に閉鎖した周辺部を有する
囲い（１２）によって取り囲まれた多次元空間（Ｒ１）内を移送装置（１４）によって移
動させ、囲い（１２）の周辺部の開口部（２６）を介して、セキュリティー又は識別対象
物（１８）を移送装置（１４）によってモジュール（３２）に移送し及び／又はモジュー
ル（３２）から囲い（１２）を取り巻きモジュール（３２）が配置された空間（Ｒ２）に
取りだし、及び
　－複数の処理工程を所定の順番に行うか、あるいは
　－少なくとも１つの処理工程を予め決めて置き、その他の処理工程を可変態様で行い、
あるいは
　－複数の処理工程を可変の順序で行うことを特徴とする、セキュリティー又は識別対象
物を処理する方法。
 
【請求項１１】
テストランを所定数のセキュリティー又は識別対象物（１８）について実行し、処理／検
査時間を記録し、記録された処理／検査時間に基づいて処理時間を決めることを特徴とす
る、請求項１０に係る方法。
 
【請求項１２】
移送装置（１４）は適当な検知手段によってモジュール（３２）があるかどうかを検知し
、及び／又はモジュール（３２）がない場合には、移送装置（１４）がセキュリティー又
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は識別対象（１８）を異なる場所に位置し同じ処理／検査工程を行うモジュール（３２）
に移送することを特徴とする、請求項１０又は１１に係る方法。
 
【請求項１３】
少なくとも１つの工程において、
　セキュリティー又は識別対象物（１８）のチップをコード化し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）の磁気片をコード化し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）をプリントし、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）に触覚的特徴を付与し、及び／又は
　セキュリティー又は識別対象物（１８）についてその処理前、後及び／又は中に欠陥が
あるかどうかのチェックを行うことを特徴とする、前述の請求項のいずれか１項に係る方
法。
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